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父のこと 校長 小竹 智

私の父はもう３０年以上前に病気で亡くなりました。もし、今生きていれば８６歳で

す。

私の父親は、高校へは進学はしませんでした。父は中学校を卒業後、鉄工所へ見習い

として勤めはじめます。

そこを２０年近く勤め、独立し自分で鉄工所を始めます。従業員はほんの二、三名の

小さな小さな工場です。土日も、ほぼなしで働きました。だから、私は小学生や中学生

のときに家族で遊びに出かけたという記憶がほとんど、ありません。

中卒であった父は、子どもから見ると仕事をするのに苦労していたように見えました。

図面にある部材の長さや角度が分からないとき、計算するのではなく、大きな図を書い

て実測していました。上級の資格をとるのも、独学で時間をかけて勉強していました。

子どもである私から見ると、お金を稼ぐため、生活のためといっても、なんでそんな

苦労をしているのかと思いました。

私が高校生のころ、父親の運転する車に乗ったとき、たまたま通った道で、父は車を

突然止め、「あそこの建物が、この前立てた小屋」「こっちの外階段も俺の仕事」と、う

れしそうに話します。私からは苦労に見えるけど、父は、顧客のために、自分のために

仕事をすることが生きがいだったということ、自分の仕事への誇りをもっていたことに

気がつきました。私からみれば苦労でも、父親本人にとっては、それは決して苦労だけ

ではなく、生きがいそのものだったのだと思います。

父親の口癖「お金も知恵も財産、お金は使えば減るが、知恵は使えば使うほど増える。

知恵をつかえ、知恵を増やせ」苦労した父の言葉として身に浸みます。

私が人に知恵を与える仕事である教員になったとき、父はたいそう喜んでくれました。

そのほんの数年後、父は病で亡くなりました。父が亡くなってもその思いを大切に、そ

して、自分自身の生きがいのため、中学生に知恵つけさせること、知恵を使わせること

に努力してきました。

還暦を迎えた今の私の姿をみて、頑固で寡黙だった父も少しはほめてくれているかな

と思います。

これからどんなに時代が変わっても、皆さんが自分の夢をもち、自分の生きがいを見

いだし、たとえ苦労をしても、その実現に向け努力することを忘れないで欲しいと願い、

今日は父の話をしました。

（２月１３日 全校朝会講話より）
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受賞したみなさん おめでとう！

後期の全校表彰の賞状伝達を２月の全校朝会で行い

ました。受賞者を紹介します。なお、前期の受賞者と

既に２回受賞している生徒は選考から除外されていま

す。カッコ内は今までに２回選出され、選考から除外

された生徒です。

あいさつ優良賞
さわやかなあいさつを行い、学校を明るくしてくれた生徒

一年 Y 二年 N 三年 Y （K）

清掃優良賞 誠実かつ真剣に清掃に取り組み、校舎の美化に努めてくれた生徒
一年 T 二年 O 三年 M （M）

学習態度優良賞 常に真剣に授業に取り組み、他の生徒の模範となった生徒
一年 H 二年 N 三年 T （Y）

拍手優良賞 他者の頑張りをみとめ、率先して熱心に拍手をしている生徒
一年 T 二年 S 三年 O

校歌優良賞 率先して熱心に校歌を歌っている生徒
一年 N 二年 M 三年 K

新総務・新専門委員長 決定！

生徒会役員のうち、生徒会長、副会長、書記長は 生徒

会役員選挙で決定しますが、総務委員や専門委員長は、新

生徒会役員や顧問による面接による選考で決定します。選

考の面接会を終え、すべての役員が決定しました。新たに

決まった役員には、他者と協力し、よりよい学校を目指し

て活動していって欲しいと思います。

総務委員 O 生活委員長 M

T 衛生委員長 N

T 教養委員長 S

T 放送委員長 K

N 学年委員長 A

Y 選挙管理委員長 S

ネット版の学校だ

よりは個人情報を保

護するため、名前を

イニシャルにしてあ

ります。

ご了承ください。

学校ブログ随時更新中⇒


